


















平成 10年 3月 19日 茨城版朝刊)














































Tsukuba University Landmark Intelligent Power Station 
Tsukuba Ubiquitous Library Integrated for Progressive Services 
等の芙文名称があったが、最終的に物理学系の宇)1 









Intelligentや Informationの iでもあるとのこと Cめつ
れらの英文名称、口ゴはオープニングセレモニー
ることになる。
され、オーフ。ニン レモ
オープニン
??
と進められていった。セレモニーで
が行われ、ぞれに続いてシステ
このようにオ…プニングセレモニーの
は、記念式として、引llipsの英文名称と口
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要やデータベースの内容等の紹介、デモンストレーションが行われることになっていた。
そこで、また、問題が。普通、オーフ。ニングのセレモニーにはテーフカットがつきも
のだが、電子図書館だけにテープカットでは似合わない。それでは、とシステム起動式
を行うことになった。しかし、セレモニーで、本当にサーバーを起動するわけにもし 1かな
い。結局、パソコンの画面上に電子図書館のスタートをイメージする画面を映し出すこ
とで、起動式とすることになった。そのプログラムを起動するキーを押してもらうのだ。
さて、どんなイメージを画面に出せばいいのだろう、考えあぐねたあげく、私は、電
子図書館のスタートを祝う花火を上げることにした。キーを押すと「祝筑波大学電子図
書館」の文字とともに画面に花火が上がる、その後に川市TWブラウザーが立ち上がり、
そこには電子図書館のトップページが表示されている。しかし、その花火が上がるのと
ブラウザーが立ち上がるタイミングが難しい。あまり早すぎても余韻がない。なかなか
うまくタイミングを制御できなくて、花火を打ち上げてばかりいる日が何日か続いた。
そして、オーフ。ニングセレモニーの当日がやってきた。システム起動式は、江崎学長
をはじめとする、列席のお歴々らによって行われた。電子図書館のスタートのキーが押
されるたのだ。
しかし、電子図書館を祝う花火が見事打ち上がったかどうか記憶がさだかではない。
私の記憶に残っているのは、セレモニーがすべて終わったその夜、後片付けも一段落
したなかで、パソコンの前に座り起動のキーを押し、画面に打ちあがった花火をみなが
ら心地よい疲労感に満たされていたことだけだ。
(おかべ・こうすけ 図書館部情報管理課図書受入係長)
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